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【今月の聖句】 

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことも感謝しなさい。」 

信徒への手紙 テサロニケの１、５章１６節 

 
 
【1 月新年例会プログラム】（ＩＢＣ・ＤＢＣ強調月間） 

１月例会は、中西部合同新年会をもって例会となります。 

とき：２０１４年１月１１日（土）１５：００～１８：００ 

ところ：ホテルグランヴィア大阪 ２０階 「名庭」 

会費     ８０００円 

ホスト   大阪なかのしまクラブ             

第１部   式典 

第２部   新春を寿ぐ―モンゴル民族音楽― 

第３部   懇親会 

 

【第２例会兼新年会のご案内】 

とき：２０１４年１月２３日（木）１８：３０～ 

   第２例会は、１９：００までとし、引続き新年会を行う。 

（１月１４日には、例会を開催しません。ご注意ください。） 

ところ：錦城閣 大阪キャッスルホテル内  

（大阪土佐堀ＹＭＣＡではありませんので、ご注意ください。）   

会費：５０００円 

（第２例会を大阪クラブの新年会とします。多数のご参加をお願いします。 

参加者は牟書記宛にご連絡ください。） 

 

 

１ 
2014 

Go Ye Into All The World    Extension Extension Extension 
「全ての世界に出て行こう」 「エクステンション、エクステンション、エクステンション」 

Start Future Now             One Asia One World 
「未来を始めよう、今すぐに」 「ひとつのアジア、世界はひとつ」 

Ａttend club meetings with a clear motive to make the most of them 
「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう。」 

 
「ワイズの価値を見直そう」 

  
「８５年を振り返って更なるＹのサポートを」 
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松 原 伸 幸  
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１２月例会での集合写真 
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◆今月のお誕生日：脇本博（０８）豊島正利（１２）藤岡宏樹（２７）                

◆メネットさんお誕生日：石橋和子（２） 

◆結婚記念日：末岡祥弘（１５） 

 

【聖句に寄せて】                 石橋 ルキ 
 新年あけましておめでとうございます。 

新年には、日本では商売がうまくいきますように、家族全員が健康でありますようにと初詣に行って神様

に祈ります。聖書には新年を祝い、新年に祈る聖句はありません。新年にあたりワイズメンの皆様の新年の

目標にしてもらうべく聖書の中からこの聖句を選びました。 

いつも笑顔を忘れない。自分中心の祈りではなく、人の和を祈りどんな事にも感謝する一年にしようでは

ありませんか。 

 
【１２月例会出席状況】 
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合計 １８ １０  ２ ３ １６ 

６２．５％ １２，６５０円 
 

：チャリティーオークション売上 ￥４２，６００（ＹＭＣＡ献金） 
１２月例会の出席者 

◆メネット：脇本真知子メネット会長、崔金順メネット 

◆ビジター：－茨木クラブ会員 １２名 
 －工藤義正中西部ＥＭＣ推進チーム委員長、小森三省さん（土佐堀クラブ会計） 

        北村京子中西部メネット主査（土佐堀クラブ）、大村 肇さん（センテニアルクラブ） 
◆ゲ ス ト：勝矢千晶 ＨＨリーダー会会員ほか２名 

 

【クラブ役員会報告】報告者：書記 牟 大盛 

日時：２０１３年１２月１７日(火) １９：００～２０：３０ 

場所：土佐堀ＹＭＣＡ ５Ｆ５０４号室 
出席者：北村知三・尾和信孝・村井達司・五条孝次郎・松原伸幸・牟大盛 
協議事項 
１） ２０１４年中西部合同新年会：１月１１日（土）１５：００～ホテルグランビア 

参加者（現）清水汎・末岡・北村・尾和・條・五条・藤岡・村井・牟・脇本メネット 
：大阪クラブのオリーブファンドのブースが可能ならば、ファンド活動を実施する。 

    （担当は、五条孝次郎メン：オリーブソムリエ） 
２） 大阪クラブ新年会：１月２３日（木）１９：００－（第２例会：１８：３０－） 

会費；＠￥５０００、 場所：天満橋 「錦城閣」 
（現参加者）清水汎・脇本博・北村知三・尾和信孝・村井達司・松原伸幸・牟大盛 
：京都クラブと神戸クラブからの参加者を募る（清水汎次期部長に一任する） 
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３） 今後の例会スピーカー（講師）の件 
2014 年：2 月 12 日（水）―加藤寅尾メン（茨木クラブ）：脇本メン推薦 題目「明治日本の安全保障」 
３月１１日と４月８日は、岡野泰和アジア会長と正野忠之Ｙサユース事業主任の内 ご都合の良い月         

   に講師としていただく。：田尻忠邦殿推薦 
４） 会員動向・ＥＭＣの件 

① 京都クラブ・神戸クラブとのトリプルＤＢＣ締結の件： 
３クラブのＤＢＣ締結の協議を継続して進める。 

② その他：１２月末で、総会員数１７名となり、継続してＥＭＣに努力する。 
５） 次期中西部キャビネット報告 

① 主査候補者の確定の件：現在 メネット主査以外確定 
② 中西部計画・方針の件： 
：２０１４年９月２０日、大阪天満橋 「錦城閣」で、１５：００－１８：００、 
スピーカー候補「元淀川キリスト教病院長 柏木哲夫」氏に決定（清水次期部長）  

：合同新年会でチラシを配布予定とする。 
③ その他：１２月１０日のクリスマス合同例会の会計報告： 

１５千円の黒字との報告（尾和副会計）、ニコニコ献金￥１２，６５０、チャリティーオークション

￥４２，６００－ 
６） 他クラブ行事関係 

① ２０１４年１月１１日（土）阪和部会 １３：００から、於：たかつガーデン 
② その他：―土佐堀Ｙクリスマスコンサートに１万円、 

フィリッピン台風被害支援金に２万円それぞれ一般会計から支出する。 
       ―ＨＨポロシャツは、２０１４年９月の中西部会まで準備する。（予算化） 
７） ブリテン編集方針について： 

松原委員長より、編集方針について発表があり、了承された。  
 

クリスマス例会 会計報告  （会計 村井達司） 

収入   会費    大阪クラブ    ￥98.000- 

           茨木クラブ     ￥78.000-    合計 ￥176.000- 

支出   会食費（キャッスルホテル）     ￥161.000-  合計 ￥161.000- 

差引剰余金                           ￥ 15.000- 

（出演者謝礼金 ￥30.000-は茨木クラブさんが負担されました。）  

ニコニコ    ￥12.650- 

一般会計より下記の寄付金を出金致します。 

 ①土佐堀ＹＭＣＡクリスマスコンサート 協賛金 ￥10.000- 

 ②フィリピン台風被害                 義援金 ￥20.000- 

尚、８５周年記念例会時、広島クラブより￥30.000-の振込は、ＨＨ基金口座にありましたので、この分は一

般会計の祝儀でなくＨＨ募金として扱います。祝儀記録としては残しておきます。 

８５周年記念例会の経費について、清水メン作成のテキスト印刷代 10 万円は、同氏のご厚意により無償提供

されました。(感謝) 
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【１２月例会報告】            尾和 信孝                             

１２月１０日、大阪、茨木両クラブの合同クリスマス例会が、キャッスルホテルで行われた。 

讃美歌「諸人こぞりて」を歌って始まり、２部の祝会は、来年、大阪地区で、西日本大会はじめ、大きな

催しが開催され、活性化の発火点にしなければと、次期中西部部長の清水メンの乾杯の発声でスタート。 

途中、馬渕清香さんのバイオリンミニコンサートが入りました。川のながれのように、クリスマスメドレー、

お好きなバッハの曲などを１００年前に作られたバイオリンで、ガットが切れるハプニングがありましが，

熱演して下さいました。ガットは、半年も持たないとのことで、本来は羊の腸で作られているが、湿気の多

い日本では管理が難しく、今は模造品が使われているようです。美味しい食事と共に、脇本メン差し入れの

ブランデーがいっそう雰囲気を盛り上げていました。 

３部は、恒例のチャリティーオークション。進行役は、脇本、山崎メンのいつもの名コンビ。今回もお酒

が多く、その他海苔やブランドもののタヲル,もちろんオリーブオイルも献品され、このような価格でいいの

かなと思われるようなワイズ特別価格で落札されていき、売上総額４２，６００円が、クリスマス献金とし

て、ＹＭＣＡ末岡総主事にお預けしました。 

お誕生日は、馬渕清香さん編曲のバイオリン演奏でハッピーバースデーを歌ってお祝いしました。 

フィナーレは、メネットさん手作りのローソクを点し、全員で「きよしこの夜」を歌い、ＹＭＣＡの歌と

続いて、五条孝次郎次期大阪クラブ会長の閉会点鍾でお開きとなりました。今回は石橋ルキ、長田英子両ク

ラブ会長が欠席されましたが、Ｈ－Ｈリーダー会から勝矢千晶さんが出席してくれました。 

茨木クラブの岡村千陰メン司会の下、ワイズらしい温かい雰囲気の例会でした。 

 

【新年を迎えて】（先着順で記載） 

清水 汎 

新年おめでとうございます。  

今年は私、後期高齢者ですが，中西部部長の大役を引き受けることになりました。これも皆さんのご支援

を受けて出来ることであり、なにとぞ宜しくお願い致します。今年は今迄の多事多難であっても過去の負債

を清算し創造的かつ改革を着実に重ね信念、責任を持って対処すれば、躍進する年といわれています。 

中西部が衰退が続いていますが、少しでも前進できればと願っています。 

大阪クラブも優秀な新人の方が入会され９０周年に向け皆さんの力を結集しましょう。 

牟 大盛                     
２０１３年を終わり、新しい２０１４年を迎えました。 
昨年は、フィリピンの未曾有の台風被害や中東での数十年ぶりの積雪などに代表されますように地球規模

での異常気象や、ＰＭ２．５に代表されます人災の繰り返しの年でした。考えれば、異常気象も人災といえ

ますね。 
 ２０世紀は、鉱物資源を大量に消費し、常に右肩上がりの経済成長無くしては、個人も国家も存在価値す

ら無いような価値観のなか取り残された人は、格差の中で現代病と言える、「うつ病」の蔓延が社会問題とな

っています。また、ここ１０年でＩＴ化が深化するなか、インターネットゲームやネット賭博により個人と

家庭破壊が進む異常な状況が、あっという間にわれわれの住環境を取り巻いてしまっています。 
 ローマの信徒への手紙第１２章２節に「あなたがたは、この世に倣ってはいけません。むしろ、心を新た

にして自分をかえていただき、何が神のみ心であるか、何が善いことで神に喜ばれ、また完全なことである

かをわきまえるようになりなさい。」とあります。情報過多の世界に生きているわれわれは、情報や知識より

も、神を畏れる謙遜な心と全てに感謝の心をもって、真の「知恵あるワイズメン」として、今年も良きサマ

リア人としての、奉仕に邁進しようではありませんか。 
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 北村知三                              

 みなさま明けましておめでとうございます。 

昨年は阿南での HH キャンプから始まって、パサディナクラブからペイジさんのホームステイ、そして８５周

年記念例会。その間に Y’サ委員の役割で、チャリティーランやカーニバルなど色々な行事イベントに参加

しました。多くのワイズメンの仲間にお世話になりながら、出会いとともにまた別れもありました。 

 後半年の石橋会長を支え、清水次期中西部部長へのキャビネットとして、また新しい人材の献身を希望に

して、今年も多くの人たちと新鮮な気持ちで接し、ふれあいに心を動かされたい。奉仕は自己満足と言われ

ますが、ワイズメンズクラブは浮世離れしていると言われますが、味わい深い暖かい人間性のある仲間たち。

自分の目で見て体験すれば納得できるところ。 

私自身も非力ではありますが、身の丈に合った出来ることをすることはできる、と思える。 

 そんなことを思いながら、今年もワイズの、クラブのメンバーにお世話になり、ともに歩む心意気を大事

に持っていたいと思います。 今年もどうぞよろしくお願いします。 
脇本 博 

あけましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 昨年は８５周年記念例会、パサデナクラブからページさんの来日、阿南ＨＨキャンプと重要なイベントが

続きました。大阪クラブには先輩達が築き上げた大きな財産があります。 

一つは青少年聴覚障がい者教育支援事業、２つ目は２５年以上の歴史を持つ子弟交換を通じたパサデナク

ラブとの交流事業です。 

 時代の流れとともに消滅しかかった教育支援事業ですが、国際ＨＨキャンプのＯＢ、ＯＧ達の活躍のおか

げで新たな事業展開の萌芽が見えて来ました。諸先輩に対する私達の責任の一端は果たせたのではないかと

思っていますが、事業は新規より発展させるほうが難しいです。西村さんを会長とするＯＢ、ＯＧ会がＹの

ユースリ－ダーとして認知されたことも大変意義のあることです。リーダー会の皆様方の本事業に対するご

貢献と情熱を無駄にしないよう、またこの事業がますます発展するよう今後も微力ながらリーダー会を支え

て応援していきたいと思います。 

 ＩＢＣに関してはパサデナクラブだけでなく、台北クラブ、釜山アルファクラブがありますが、現在交流

が途絶えています。今年再開を試みるつもりです。 

 個人的なことですが、ワイズ運動と仕事との兼ね合いが大変難しい時代になってきました。仕事柄ドタキ

ャンもあり皆様にご迷惑をおかけすることもあると思いますが、その節はご容赦の程お願い申し上げます。 

脇本 真知子 
皆様新年おめでとうございます。 
メネット会長の役割を頂いておりますが、行き届きませず申し訳ないです。ご迷惑おかけするかもし

れませんが、本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます 
皆様にとって良いお年でありますようお祈り申し上げます。 

 

【ＹＭＣＡニュース】 

☆大阪ＹＭＣＡ大会報告 

１１月３０日（土）、｢つながりあい、学びあう｣｢今、ここから、変える｣をテーマに、第 1回大阪ＹＭ

ＣＡ大会が開催されました。当日は、大阪ＹＭＣボランティア会員の皆様はもとより、ユースリーダーの

ＯＢやＯＧ、教職員も含め、約３００名の参加者がありました。 

  第１部では、会員表彰、大阪ＹＭＣＡ国際奨学金授与式の後、｢これからのＹＭＣＡに期待されること｣

と題して、アジア太平洋ＹＭＣＡ同盟の山田公平総主事より基調講演をいただきました。 
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  第２部からは、震災復興支援報告（盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター所長：木田泰之様）、グロ

ーバルフォーラム（「強みを生かした北米のファンドレイジング」 元堺ＹＭＣＡユースボランティアリ

ーダー：井上史子様、グローバルユースフォーラム：パネルディスカッション形式）が開催されました。

同時に、リユニオンのコーナーも設けられ、新たな出会いとつながりに活用されていました。 

  詳しくは、大阪青年１・２月号をご覧ください。 

☆第２４９回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 

  日時：１月１７日（金） 7：30～8：30 

  場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 

  証し：大川 四郎 （ＮＰＯ法人 おおぞら 理事・事務局長）  ｢聖書を覚えること｣ 

☆クリスマス献金のお願い 

クリスマス献金は国際協力のために、大阪ＹＭＣＡ全体での諸奉仕活動やプロジェクトの ためにささげ

られます。今年度もどうぞこの献金の主旨をご理解いただき、この献金運動にご参画いただきますよう、

心よりお願い申し上げます。 

尚、当公益財団法人大阪ＹＭＣＡに対するご寄付に関しましては税制優遇制度を適用することができま

す。請求書・寄付金領収証がご必要な場合は、クリスマス献金事務局までお知らせください。 

  何卒皆様のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

☆フィリピン台風３０号緊急支援募金 

  引き続きご支援、ご協力ください。 

  募金期間：２０１３年１１月１３日（水）～２０１４年１月１５日（水） 

  目標額：１００万円 

  募金使途：食料、飲料水、衣料品、毛布、医薬品など緊急支援物資を被災者へ配布。 

       被災地域から避難してきた人々への緊急避難所提供やその他支援活動。 

       被災者した人々への職業訓練などの復興支援（予定） 

  募金の流れ：各 YMCA⇒大阪 YMCA⇒日本 YMCA 同盟⇒アジア・太平洋同盟⇒フィリピン YMCA 

 
【会費納入のお願い】              会計  村井 達司 

１月から後期に入りますので、会費の納入を宜しくお願い申し上げます。 

  1）正会員        会費後期分    ３５，０００円 

   （なお、広義会員は、会費 1 年分２５，０００円です。） 

会費振込み口座 

    りそな銀行  鶴橋支店（店番 １０６）    普通預金  ０１０５３０９ 

    口座名義    大阪ワイズメンズクラブ会計 村井達司 

なお、振込は法人扱いと同じで『大阪ワイズメンズクラブ』のみで可能です。 
 
【今後の行事予定】 

今後の行事は、次のとおりです。積極的な参加をお願いします。 

１． 阪和部合同新年会・・２０１４年１月１１日（土）13:00～16:00 於：たかつガーデン 

参加希望者は、牟 大盛書記宛（090-8195-0914 fax 06-7397-3337）ご連絡ください。 
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【ＣＳより】 

献品は下記住所にお願いします。 

「釜ヶ崎いこいの家」 〒557－0004 大阪市西成区萩之茶屋２－５－２３  ℡：（06）6631-2169 

 

【編集後記】 
２０１４年を迎えました。２１世紀は、宇宙を自由に往来する時代になっているのであろうかなどとＳＦ的

な夢を描いていましたが、実際には自然災害、地域紛争の続発など２０世紀とあまり変わらない社会情勢・

生活環境のように思えます。今後とも、人類の叡智を結集して、平穏で豊かな生活の実現を期待して、小さ

なことからこつこつと尽力しなければならないと思っています。（編集委員：松原伸幸） 


